
真鶴の
⼈と海と⼤地の結節点をつなぐ
⾃然の恵みを受け⽌める建築の提案 ―まつり × ⿂市場



真鶴港にある漁師⼩屋 イスや道具が散在するようす

家のベランダで⼲物を⼲すようす

住⼈が勝⼿にフェンスへ取り付けた
物⼲し竿と漁網

道沿いに漁業の道具が
あふれるようす

　➡「まつり」と「漁業中⼼の⽣活」が交わる
  「真鶴の⼈と海と⼤地の結節点」となっている。
      「まつり」と「⿂市場」の共通点：
  ⾃然の恵みを受け⽌める場所 

まつりの海上渡御における海と陸の境⽬の場所を
「結節点」とする。 

01_ 修⼠設計に⾄る経緯

⾃然と建築について都市的な⼈⼯物である階段と建築について

学部 4 年
卒業設計

修⼠課程
1 年

修⼠課程
２年

修⼠設計

屋外階段の研究     《⼈の居場所としての可能性》

都市的環境における避難階段の研究  《階段における象徴性》

御嶽⼭ シェルターの設計

研究対象事例：『天気の⼦』新海誠監督

研究対象事例：
①荒川ビル
②Hotel siro
③ふじようちえん
 増築部分

屋外階段を都市スケールで捉える：階段の多いまちを調査  ⽕⼭による地形の成り⽴ち

⾃然のなかに成り⽴つ建築とは？都市的環境における屋外階段の建築事例
⇒条件の厳しさから、⼈の居場所としての可能性を⾒出すことが困難

建築における
精神的なシェルターとしての役割について

起伏のある地形と⼈の⽣活が⼀体となった まち

研究対象：神奈川県真鶴町

まなづるの⾵景02_ 研究背景

〇神奈川県真鶴町 

 海、古代の⽕⼭噴⽕による溶岩をベースとした半島、集落。
 ―これらの調和が美しい町だ。

真鶴町にて筆者撮影

02_ 研究背景
〇まちづくり条例 『美の基準』

法律家 五⼗嵐敬喜⽒、都市プランナー 野⼝和雄⽒、建築家 池上修⼀⽒と
真鶴町が協働して、1993 年に制定した条例。

画像出典：真鶴出版公式サイト

〇『美の基準』最初の建築事例「コミュニティ真鶴（公共施設）」を訪れて 

制定当時の⼈々が主観的に取り出した、
まちのデザイン要素のパッチワークのように感じた。

真鶴町のデザイン要素をキーワードとして記号化、再構成することでまちづくりに適⽤した試み。

クリストファー・アレクサンダーによる「パタン・ランゲージ」を⽤いた⼿法
町が掲げる「美しさ」を⼈の⽣活を含めた⾵景とし、まちづくりにおける「美」について８つの原則を⽴てた。
町、町⺠、町を訪れた⼈々、それぞれに参加を促すルールである。

真鶴町にて筆者撮影

表層的かつ短期的な時間軸では、まちの⽂化や⼈の⽣活を含めた
⾵景を守ること、継承することはできないのではないか。

03_ ⽬的

『美の基準』とは別の⽂脈として、
古代からの⻑期的な時間、空間軸を⽤いた建築の提案を試みる。

次章 真鶴の現状調査 から得た 
【発⾒】をもとにして設計提案を⾏う⇨

真鶴の歴史、地形の意味、貴船まつりの⽂化、
漁業中⼼の⽣活⾵景を守り、継承することを⽬的とする。

04_ 真鶴の現状調査 真鶴の全体像について

集落エリア：
『美の基準』の活⽤対象地

みなとエリア：
真鶴港＝産業、貴船まつりの中⼼地

半島エリア：
神聖な場所 御林または⿂付き林
真鶴半島の先端にある「三ツ⽯」

「三ツ⽯」

⽇の出時間の「三ツ⽯」
画像出典：真鶴町式サイト

04_ 真鶴の現状調査 神聖な半島への意識のうすれ

 貴船神社の起源は 889 年、⽊像 12 体を乗せた船が岬夫端の三ツ⽯（笠島）に
流れつき、その神を祀るために建てられたのが貴宮⼤明神（現在の貴船神社）
と伝えられている。
 ⼈びとの住む集落からは、神社のある半島⾃体が神聖な場所として、「船」
でのみ神社へ渡ることを許されていた。現在、船で渡ったとされる「海の道」は、
貴船まつりの海上渡御の経路となっている。

島島（笠（体 乗 岬夫端

船

〇歴史
真鶴の歴史 ダイアグラム

〇真鶴港の「道」の変遷について ―「海の道」の存在が希薄に 
筆者作成

筆者作成

04_ 真鶴の現状調査 海から遠ざかった「貴船神社」

標⾼ 26m の
⾼台に位置する

現在の「貴船神社」

真鶴町にて筆者撮影画像出典：『真鶴町史 通史編』

海のすぐそばにある
かつての「貴船神社」

1923 年の関東⼤震災から
復興するに当たり、境内を拡張して
1935 年に現在地に社殿を移転。
1963 年に本格的な造営が完成した。

〇貴船神社の位置と海⽔⾯の変化による変遷

04_ 真鶴の現状調査 「貴船まつり」まちの様⼦について

「仮殿」の前で⾏われる 踊りの奉納

「貴船まつり」
毎年 7⽉27⽇、28⽇に⾏われ、

⽇本三⼤船祭りの⼀つとされる。
漁船や運送船の安全や⼤漁を祈る。

道参の社神船貴とび⼈るみを」御渡上海「らか辺周港」殿仮「るめ納を輿神に的時⼀、⽇のりつま
画像出典：貴船祭り 公式サイト

真鶴町は、⼤きく３つに捉えることができる。美の基準の実践対象地である「集落エリア」
真鶴港のある「みなとエリア」、三ツ⽯がある「半島エリア」だ。また、「三ツ⽯」には歴史がある。

真鶴では神社の例⼤祭とした「貴船まつり」が毎年 2 ⽇間⾏われる。
津島神社の前での踊りの奉納から始まり、神輿が貴船神社の⽯段を下り⿂市場の横から仮殿のある集落へ、神輿を乗せた船が海を横断する。
仮殿の前で踊りの奉納が⾏われ、神輿は町をめぐり、再び仮殿の前で踊りの奉納が⾏われたあと、海を渡り再び神社へ納められる。

04_ 真鶴の現状調査 漁業中⼼の⽣活について
 《現地調査 写真：本⼈撮影 撮影⽇：2022 年 10 ⽉ 29 ⽇》

「 ⿂市場 」 「 真鶴港 」

「 集落 」

05_ 現状調査から得た発⾒

真鶴のまつりと漁業という地域
資産は、遺し継承する価値ある
もの。時代の変化に伴い縮⼩化
している状況があるが、これら
はまちの⾵景として点在してい
る。

集落から神社への「海の道」は、
神聖な半島への意識そのもので
あったこと。
また貴船神社の参道は、かつて
境内から⿃居の⽬の前にある海
岸へとつづく「海へのびる参道」
であったこと。

　
 
    
 

【発⾒ その２】【発⾒ その１】

漁業中⼼の⽣活は現在も⾊濃く残っている。

港の周辺には漁師⼩屋があり、
漁業中⼼の⽣活は⾼台の集落にまで⾒受けられ、
このように道具が道にあふれだす様⼦は、まちの各所に⾒られた。

【発⾒ その３】

値



敷地３：⾒晴らし台

貴船神社

06_ 設計提案 ―真鶴を広域的に捉えた設計提案について

《 敷地と設計⽤途 》
 敷地１：⿂市場・まつり広場（⿂市場の建て替え・広場の造成）
 敷地２：仮殿・船着き場（仮殿と消防団の建て替え・船着き場の造成）
 敷地３：⾒晴らし台（新築）

⽇の出の時間の三ツ⽯のようす

しめ縄のかかった三ツ⽯

貴船神社

⼭ 海

建築

結節点

階段

「結節点」に建築をつくり、これらの点と点をつなぐことで
真鶴の原点、⾃然の恵みへの意識を再構築する

提案１：
原点「三ツ⽯」への意識を再構築する  
 ⇒「海の道」⽇常的につなぐ敷地 1,2 の「船着き場」  
  三ツ⽯の⽅⾓へ軸をとった敷地 1 の「海にのびる⼤階段」 

提案２：
まちに点在する「まつり」と「漁業の⽣活」を顕在化させる 
 ⇒まつり    ：敷地２「仮殿」 
  漁業中⼼の⽣活：敷地３「⾒晴らし台」

提案３：
⾃然の恵みを受け⽌める場所＝「まつり」と「⿂市場」】   
 ⇒敷地１「まつり」と「⿂市場」をかけあわせた建築「三ツ⽯」

《結節点》
敷地２：仮殿、船着き場

《結節点》      敷地１：⿂市場

「海の道」

「三ツ⽯」の⽅⾓へ軸をとる

〇デザインモチーフ 

「⼤階段」
・貴船神社の⽯段による
 象徴性
・起伏のある地形の読み解き

「R 壁」
・⽕⼭噴⽕に由来する等⾼線との呼応
・多様な⼈の⾏動を流動的にわける
 つなげること

〇平⾯計画 設計プロセス

⽴⾯ダイアグラム

平⾯ダイアグラム

さまざまな⽂脈が交わる
「結節点」に建築をつくる

「まつり」と「⿂市場」を掛け合
わせた建築（敷地１）を中⼼に、
３つの敷地を選定した。「結節点」
に建築をつくり、これらの点と点
を繋ぐことで、真鶴の原点、⾃然
の恵みへの意識を再構築する。具
体的には、それぞれの場所性に基
づき、⿂市場、仮殿を設計し、そ
れぞれに船着き場を設け、「海の
道」でつなぐ。⾼台にある敷地３
は、これら全体を俯瞰する視点場
として、⾒晴らし台を設計した。



07_ 敷地１について

周辺スケッチ

⿂市場、船着き場

08_ 敷地２について
〇提案 仮殿と踊りの奉納の位置関係

仮殿、船着き場

まつりの⽇、
⼀時的に神輿を納める「仮殿」

〇現状の仮殿

敷地１の船着き場へ

【船着き場】【まつり広場】
【仮殿】

海へつづいているように

「仮殿」の前で⾏われる
まつりの奉納
前⾯道路を通⾏⽌めにし、⾞道の上で⾏う

09_ 敷地 3 について
〇⾼台の漁師の家

⾒晴らし台

〇提案
 敷地として選定した場所：景観と漁師が⽇常的に港を⾒渡す視点場
  ⇒真鶴の漁業の⽣活⾵景として顕在化させる
  ⇒最頂部の漁師住宅のある視点場を活かし地形に沿った「⾒晴らし台」

A-Aʼ 断⾯図

（a）

（b）

（c）
展望台

（a）海上渡御を⾒る視点
（b）集落への視点
（c）貴船神社と三ツ⽯の⽅⾓への視点

敷地２の
船着き場から

貴船神社
からの神輿

三ツ⽯への意識

【船着き場】

【まつり広場】【⿂市場】

海上渡御

貴船神社

〇敷地１ ⿂市場の変遷
 この敷地は、背後に貴船神社があることから「宮の前」と呼ばれ
ている。かつてこの場所には漁師⼩屋があった。その後、港の整備
とともに⿂市場が完成した。しかし、関東⼤震災により破壊しまう。
被災後新たに建てられた⿂市場、さらに現在は観光⽤として再度建
て替えられた結果、1 階は⿂市場、2 階はレストランとなっている。

《場所性》
・背後にある貴船神社から
の神輿が⼊⽔する場所で
あること
・⿂市場
・船が着く場所
・貴船まつりの⽇、海上渡
御のようすを⾒る場所と
なる

〇 「⿂市場」と「まつり」の交点 配置計画

《提案》
・海上渡御まで神輿が通り
抜ける「まつり広場」の提
案
・三ツ⽯の⽅⾓へ伸びる⼤
階段 ➡真鶴の原点への意
識
・⿂市場の整備
・貴船まつりの船の保管・
展⽰

〇配置計画

流動的なアクティビティを促す
「R 壁」の平⾯ダイアグラム

⽔の流れ
→海に向かい下がる勾配

《計画》
・⿂市場
・船着き場
・広場
（まつり／さかな／まつり × さかな）
・⾷堂
・まつり船の保管庫／展⽰
・展望台
（まつり／まなづる／まつりはじまりの間）
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